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O

一、

竭
閧
ﾌ
所
在

　
　
文
明
は
各
種
の
技
術
の
進
歩
に
依
存
す
る
。
生
産
技
術
の
水
準
が
、
一
国
の
経
済
文
化
の
水
準
を
左
右
し
、
や
が
て
そ
の
経
済
構
造
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
勿
論
、
政
治
構
造
ま
で
も
変
革
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
医
療
の
鼓
術
と
、
製
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
の
扱
術
は
、
一
国
の
国
民
の
保
健
生
活
の
程
度
を
動
か
し
、
日
常
生
活
で
の
最
低
文
化
度
の
水
準
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
や
が

　
　
て
世
界
人
類
の
経
済
生
活
と
健
康
生
活
の
水
準
を
高
め
、
こ
れ
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
ソ
連
に
お
い
て
は
、
そ
の
技
術
水
準
の
躍
進
の
た
め
に
払
っ
て
い
る
努
力
の
著
し
い
こ
と
、
既
に
衆
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
わ
が
国

　
　
で
も
戦
時
中
の
孤
立
化
の
た
め
に
生
じ
て
い
た
産
業
技
術
の
著
し
い
お
く
れ
を
、
急
速
に
回
復
す
る
こ
と
の
急
務
が
説
か
れ
、
そ
の
た
め

説
に
既
に
進
歩
し
た
各
種
の
機
械
な
ど
の
輸
入
に
つ
い
て
特
別
措
置
を
考
慮
㎏
w
更
に
そ
れ
ら
の
輸
入
機
械
そ
の
他
に
つ
き
税
法
上
の
特
別

三
塁
償
却
の
方
法
を
認
噸
別
に
「
外
葺
入
法
」
を
制
定
し
て
・
三
遍
機
械
の
購
入
を
容
易
に
硫
℃
昭
和
二
五
年
の
商
法
・
特
に
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（
七
）

株
式
会
社
法
の
改
正
に
際
し
て
も
、
各
種
の
外
資
導
入
へ
の
考
慮
を
加
え
る
な
ど
の
方
法
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
勿
論
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
既
に
特
許
制
度
、
実
用
新
案
の
制
度
な
ど
が
存
し
、
産
業
的
技
術
の
発
明
に
多
く
の
保
護
と
奨
励
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
講
じ
て
来
て
い
た
し
、
他
方
工
業
製
品
・
の
一
定
水
準
の
確
保
の
た
め
の
法
的
措
置
と
し
て
、
工
業
製
品
の
標
準
化
の
立
法
を
行
い
、
特

に
輸
出
品
に
対
し
て
水
準
以
下
の
粗
悪
品
が
輸
出
さ
れ
て
、
わ
が
国
の
信
用
を
失
墜
す
る
こ
と
を
予
防
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

層
．
こ
の
た
め
の
努
力
を
続
け
、
立
法
的
措
置
を
強
加
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
昭
和
三
一
年
法
律
一
五
四
号
に
よ
る
「
機

械
工
業
齋
ハ
臨
時
謹
法
」
、
同
二
四
年
聖
天
五
号
に
よ
る
「
工
藻
準
化
法
」
、
更
に
電
子
工
義
興
牌
措
置
法
≒
仁
事
忌
）

そ
の
他
の
特
定
部
門
の
披
術
水
準
の
急
速
な
向
上
を
企
図
す
る
特
別
立
法
の
舟
生
な
ど
は
、
こ
の
意
味
か
ら
特
筆
す
べ
き
立
法
措
置
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

　
又
行
政
府
に
お
い
て
も
、
一
般
の
産
業
行
政
に
任
ず
る
通
産
省
の
指
導
で
は
不
十
分
と
し
て
、
昭
和
三
一
年
「
科
学
技
術
庁
設
置
法
」

（綱
甯
竏
齠
冝
j
を
制
定
公
布
し
て
、
特
に
「
科
学
技
術
の
振
興
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
福
紙
当
す

る
総
理
府
の
外
局
と
し
て
の
「
科
学
扱
術
庁
」
と
い
う
行
政
機
構
を
整
備
し
、
又
従
来
は
通
産
省
の
外
局
と
し
て
の
「
特
許
局
」
を
、

「
特
許
庁
」
算
格
拡
大
し
て
工
業
所
有
権
の
保
護
と
奨
励
に
あ
た
り
、
更
に
特
殊
会
社
と
し
て
の
「
科
学
研
究
所
」
（
旺
漁
徴
㌍
弓

懸
欝
鯵
科
学
）
を
創
設
し
て
、
特
に
肇
技
術
の
国
策
研
究
実
錘
重
と
し
て
活
動
せ
し
め
る
こ
と
と
し
奈
、
そ
の
後
、
株
式
組
織

で
は
盃
当
と
し
て
、
特
殊
夕
張
「
理
化
学
研
究
所
」
緩
組
奪
糊
糊
㌍
紺
麟
八
。
）
す
る
塁
っ
て
い
龍

　
臨
床
医
学
の
点
で
は
、
独
逸
医
学
と
共
に
最
高
水
準
を
行
く
と
自
負
し
て
い
た
日
本
の
医
学
も
、
医
療
器
具
の
飛
躍
的
改
善
と
、
化
学

療
法
の
点
な
ど
に
お
い
て
、
北
米
そ
の
他
の
技
術
輸
入
が
急
務
と
な
り
、
こ
う
し
た
方
面
で
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
、
．
更
に
日
進
月
歩
し
て

停
止
を
知
ら
ぬ
医
療
薬
品
に
つ
い
て
は
一
層
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
三
年
の
「
医
療
法
」
は
、
綜
合
病
院
。
病
院
。
診
療
所
。
助
産
所
な
ど

の
最
低
基
準
を
、
人
的
に
、
更
に
物
的
施
設
の
面
で
、
統
制
荒
え
（
二
二
条
）
、
更
に
輩
法
は
、
都
市
に
お
け
る
薬
局
に
憂
基
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コ
ニ
　

　
準
の
調
剤
検
査
の
施
設
を
条
件
と
す
る
な
ど
の
改
正
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
更
に
電
信
・
電
話
、
特
に
無
線
に
よ
る
通
信
技
術
の
発
展
は
、
多
く
の
鼓
術
統
制
を
、
国
内
的
に
、
更
に
国
際
的
に
、
不
可
避
と
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
つ
あ
る
こ
と
も
特
記
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
各
方
面
に
高
度
の
技
術
が
．
要
請
さ
れ
る
に
至
る
と
、
そ
の
技
術
を
十
分
に
且
つ
安
全
に
駆
使
し
、
更
に
そ
の
不
断
の
進
歩

　
　
を
推
進
す
べ
き
島
島
の
大
量
造
成
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
こ
に
従
来
の
日
本
の
大
学
が
、
社
会
科
学
系
に
比
重
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
た
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
を
是
正
し
て
、
自
然
科
学
、
特
に
披
術
系
学
部
の
増
没
増
募
の
方
針
が
打
出
さ
れ
た
の
は
当
然
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
企
業
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

　
　
で
も
、
技
術
者
の
待
遇
が
著
し
く
改
善
さ
れ
、
技
術
重
役
の
数
を
著
し
く
増
加
し
て
来
た
こ
と
も
、
最
近
の
顕
著
な
動
向
の
一
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
扱
術
の
進
歩
は
、
国
民
並
に
入
塾
の
幸
福
の
増
進
の
た
め
に
の
み
役
立
た
ず
、
こ
れ
が
或
い
は
大
量
殺
り
く
の
兵
器
を
創

　
　
り
、
更
に
全
人
類
を
破
滅
に
導
く
お
そ
る
べ
き
原
子
兵
器
を
、
噛
競
争
し
て
生
産
せ
し
め
る
事
態
と
な
っ
て
は
、
わ
れ
く
人
類
は
、
こ
の

　
　
扱
術
の
進
歩
に
、
厳
重
な
枠
を
は
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
製
品
と
し
て
の
兵
器
自
体
は
勿
論
、
そ
の
推
進
力
と
な
る
科
学

　
　
扱
術
自
体
に
、
強
力
な
国
際
的
な
統
制
を
加
え
る
よ
り
方
法
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
国
際
社
会
は
、
必
ず
し
も
、
こ
の
不
幸

　
　
な
技
術
の
所
産
の
統
制
に
、
一
致
し
た
歩
調
を
採
り
得
な
い
実
情
に
あ
る
が
、
決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
辛
抱
強
く
努
力
し
て
、

　
　
団
銅
管
瑚
と
統
制
下
に
お
き
、
更
に
進
ん
で
、
こ
の
原
子
科
学
を
、
平
和
的
利
用
の
み
に
局
限
す
る
世
界
的
努
力
こ
そ
、
焦
眉
の
急
と
な

　
　
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
を
為
し
得
る
の
は
、
世
界
の
与
論
で
あ
り
、
良
識
で
あ
る
が
、
原
子
力
戦
争
の
被
害
を
直
接
に
被
っ
た
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
）

　
　
れ
く
日
本
人
こ
そ
、
こ
の
世
界
与
論
の
喚
起
統
一
へ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
）
　
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
ズ
ム
に
よ
る
唯
物
史
観
を
、
信
奉
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
．
資
本
主
義
国
家
で
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
是
認
し
な
く
て
は
な

，
説

　
　
　
　
ら
ぬ
。
た
だ
、
わ
が
国
の
如
く
、
後
進
資
本
主
義
国
で
は
、
明
治
期
の
大
半
は
、
そ
し
て
満
洲
事
変
後
、
今
次
大
戦
を
通
じ
て
の
時
代
な
ど
で
は
、

論　
　
　
　
政
治
が
経
済
を
動
か
し
、
’
経
済
に
対
す
る
法
優
位
の
現
象
を
著
し
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
実
情
の
詳
細
は
、
拙
著
「
産
業
法
概
論
」
上
巻
一
頁
以
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論　説

　
　
下
、
「
改
訂
経
済
法
」
一
七
六
頁
以
下
に
記
述
す
る
と
こ
ろ
に
譲
る
。

（
二
）
　
私
は
、
最
少
限
度
の
文
化
的
と
い
う
こ
と
は
、
少
く
と
も
衛
生
的
生
活
が
保
持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
と
め
る
べ
き
も
の
と
信
ず
る
。
詳
細

　
　
は
、
拙
稿
「
保
健
衛
生
法
の
発
展
と
そ
の
法
的
性
格
」
福
岡
商
大
論
叢
六
巻
四
号
八
一
五
頁
以
下
、
同
上
「
医
療
の
社
会
化
一
病
院
の
公
営
と
医

　
　
師
の
公
務
員
化
の
提
称
」
法
政
研
究
二
五
巻
一
号
一
頁
以
下
参
照
。

（
三
）
　
ソ
連
の
生
産
水
準
の
後
進
性
こ
そ
が
、
社
会
主
義
前
進
を
阻
む
も
の
と
し
て
、
鼓
術
の
発
展
進
歩
を
昂
め
る
た
め
の
努
力
は
著
し
く
、
い
わ
ゆ
る

　
　
ヵ
ー
ド
ル
の
養
成
が
、
挙
げ
て
努
力
さ
れ
、
且
つ
技
術
の
秘
密
化
、
独
占
化
の
代
り
に
、
一
時
報
賞
と
技
術
公
開
の
方
法
を
採
用
し
て
、
そ
の
生
産

　
　
力
の
向
上
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
そ
の
他
の
大
学
で
の
技
術
系
重
点
主
義
の
著
し
い
こ
と
も
、
既
に
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る

　
　
と
こ
ろ
で
あ
る
（
野
々
村
一
雄
「
ソ
連
邦
の
経
済
」
八
三
頁
以
下
）
。

　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
隣
国
の
中
国
に
お
い
て
も
、
同
様
に
努
力
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
国
研
究
所
発
行
「
新
中
国
年
鑑
」
　
（
一
九
五
八
年

　
　
版
）
、
中
国
研
究
所
「
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
競
争
」
　
（
中
国
資
料
月
報
一
〇
〇
号
）

（
四
）
　
例
え
ば
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
三
年
法
五
四
号
）
で
、
重
要
機
械
そ
の
他
の
輸
入
に
対
し
て
は
、
極
め
て
低
率
か
、
減
免
措
置
を
と
っ
て
い

　
　
る
。

（
五
）
　
こ
の
た
め
の
措
置
は
、
昭
和
三
二
年
法
律
二
六
号
「
租
税
特
別
措
置
法
」
一
〇
条
に
、
重
要
機
械
な
ど
の
三
年
間
五
割
増
償
却
を
、
一
一
条
で
合

　
　
理
化
機
械
等
の
初
年
度
二
分
の
一
償
却
を
、
一
二
条
に
試
験
研
究
用
機
械
設
備
の
特
別
償
却
を
、
そ
し
て
一
二
条
ノ
ニ
で
新
技
術
企
業
化
用
機
械
設

　
　
備
な
ど
の
特
別
償
却
を
定
め
る
如
き
こ
れ
で
あ
る
。

（
六
）
　
昭
和
二
五
年
法
律
一
六
三
号
に
よ
る
外
資
導
入
法
は
、
そ
の
第
一
条
に
示
す
よ
う
に
「
日
本
経
済
の
自
立
と
そ
の
健
全
な
発
展
及
び
国
際
収
支
の

　
　
改
善
に
寄
与
す
る
外
国
資
本
に
限
り
、
そ
の
投
下
を
認
め
、
外
国
資
本
の
投
下
に
伴
っ
て
生
ず
る
送
金
を
確
保
し
、
且
つ
こ
れ
等
の
外
園
資
本
を

　
　
保
護
す
る
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
わ
が
圏
に
対
す
る
外
国
資
本
の
投
下
の
た
め
に
、
健
全
な
基
礎
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
も
の
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
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（
七
）
　
商
法
二
五
六
条
ノ
三
の
取
締
役
選
任
の
場
合
の
累
積
投
票
制
度
、
二
三
六
条
の
臨
時
株
主
総
会
の
請
求
権
の
株
主
条
件
の
緩
和
（
発
行
済
株
式
総

　
　
　
　
　
数
の
百
分
の
三
）
な
ど
が
、
こ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
．

　
　
　
（
八
）
　
わ
が
国
の
特
許
制
度
は
、
大
正
一
〇
年
法
九
六
号
特
許
法
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
居
り
、
特
許
登
録
に
よ
り
専
用
権
を
発
生
す
る
が
、
そ
れ
は
出
願

　
　
　
　
　
公
告
の
日
よ
り
十
五
年
と
さ
れ
て
い
る
（
四
三
条
一
項
）
。
　
し
か
し
、
必
要
に
よ
っ
て
は
、
更
に
三
年
以
上
、
十
年
以
内
延
長
す
る
こ
と
を
認
め
る

　
　
　
　
　
（
四
三
条
五
項
）
。
同
法
は
公
用
制
限
と
公
用
収
用
の
制
度
を
お
い
て
い
る
が
（
四
〇
条
）
、
わ
が
国
の
如
き
技
術
低
位
の
国
で
は
、
こ
う
し
た
長
期
、

　
　
　
　
　
の
専
用
権
制
度
を
制
限
し
て
、
発
明
報
賞
を
一
時
補
償
に
よ
っ
て
、
公
開
利
用
す
る
こ
と
を
適
当
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
（
九
）
　
実
用
新
案
の
保
護
に
対
し
て
は
、
同
じ
く
大
正
一
〇
年
法
九
七
号
に
よ
る
「
実
用
新
案
法
」
が
あ
っ
て
、
登
録
専
用
の
制
度
を
確
立
し
て
い
る
。

　
　
　
（
一
〇
）
　
す
な
わ
ち
、
工
業
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
標
準
の
設
定
を
目
的
と
し
て
「
工
業
標
準
化
法
」
　
（
二
四
年
法
一
八
五
号
）
を
、
別
に
「
機
械
工
業

　
　
　
　
　
振
興
臨
時
措
置
法
」
　
（
一
一
二
年
法
一
五
四
号
）
、
「
電
子
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
」
　
（
三
二
年
法
一
七
一
号
）
な
ど
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
一
一
）
　
古
く
は
明
治
三
〇
年
の
「
重
要
輸
出
品
同
業
組
合
法
」
、
そ
れ
に
代
っ
た
三
三
無
の
「
重
要
物
産
同
業
組
合
法
」
が
、
輸
出
品
検
査
制
を
設
け

　
　
　
　
　
て
い
た
が
、
戦
後
の
も
の
で
は
、
昭
和
二
三
年
法
一
五
三
号
の
「
輸
出
品
取
締
法
」
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
同
法
が
廃
止
さ
れ
、
「
輸
出
検
査
法
」

　
　
　
　
　
（
三
二
花
法
九
七
号
）
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
　
（
一
二
）
　
こ
れ
ら
の
鼓
弓
統
制
官
庁
と
、
そ
の
産
業
技
術
の
国
策
機
関
に
よ
る
研
究
遂
行
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
改
訂
経
済
法
」
三
九
頁
以
下
参

　
　
　
　
　
照
。

　
　
　
（
＝
二
）
　
こ
れ
ら
の
医
療
関
係
並
に
薬
事
関
係
の
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
も
、
拙
稿
「
保
健
衛
生
法
の
発
展
と
そ
の
法
的
性
格
」
福
岡
商
大
論
叢
六
巻
四

　
　
　
　
　
号
一
七
頁
以
下
及
び
三
五
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
（
一
四
）
　
こ
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
繁
「
電
波
法
概
説
」
五
四
一
一
一
八
頁
及
び
二
八
一
一
二
九
二
頁
参
照
。

説　
　
　
（
一
五
）
　
昭
和
三
三
年
度
か
ら
、
文
部
省
が
そ
の
管
下
の
大
学
に
つ
い
て
、
技
術
系
学
生
の
増
募
を
勧
奨
し
、
そ
の
予
算
裏
打
を
初
め
た
。

論　
　
　
（
一
六
）
　
こ
の
傾
向
は
、
こ
こ
数
年
来
特
に
著
し
く
、
そ
の
実
情
に
つ
き
、
西
原
寛
一
氏
「
株
式
会
社
の
実
証
的
研
究
」
大
阪
市
立
大
学
叢
書
第
二
巻

25　（2・一4●5）　105



　
　
　
　
　
　
参
照
。

説　
　
　
（
一
七
）
　
原
子
力
の
平
和
利
用
の
問
題
、
更
に
は
原
子
力
の
国
際
管
理
な
ど
の
問
題
は
、
現
実
の
国
際
政
治
の
重
要
問
題
と
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
原
子

論　
　
　
　
　
力
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
菊
池
勇
夫
「
原
子
力
基
本
法
の
平
和
目
的
」
法
政
研
究
二
二
巻
ニ
ー
四
合
併
号
一
二
八
頁
以
下
及
び
同
「
原
子

　
　
　
　
　
力
法
学
の
展
望
」
　
（
九
大
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
所
収
）
参
照
。
尚
お
わ
が
国
内
法
で
は
、
三
〇
年
の
「
原
子
力
基
本
法
」
第
二
条
は
、
「
原
子
力

　
　
　
　
　
の
研
究
、
開
発
及
び
刊
用
は
、
平
和
目
的
に
限
り
」
と
明
類
し
て
、
こ
の
点
か
ら
の
逸
脱
を
規
制
し
て
い
る
。
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二
、
技
術
に
対
す
る
法
統
制
の
多
様
性

　
上
記
の
よ
う
な
技
術
統
制
は
、
統
制
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
国
家
に
よ
る
統
制
が
主
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

業
者
誓
書
な
ど
に
よ
る
自
主
的
な
も
の
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
最
も
注
意
す
べ
き
も
の
は
、
そ
の
国
際
的
統
制
の
必
要
性
と
可
能
性

が
強
く
な
り
つ
う
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
技
術
自
体
に
内
在
す
る
世
界
性
乃
至
国
際
共
有
財
産
性
に
因
る
と
い
う
方
が
適
切
で
は

　
　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

あ
る
が
、
国
家
の
対
立
競
争
の
所
産
と
し
て
の
も
の
も
無
視
で
き
な
い
。

　
そ
の
統
制
方
法
と
し
て
は
、
一
定
の
作
為
を
命
ず
る
型
式
の
も
の
、
不
作
為
を
命
ず
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
一
般
の
統
制
の
場
合
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
通
で
あ
る
が
、
受
忍
義
務
を
命
ず
る
も
の
は
、
他
の
分
野
に
比
し
て
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
統
制
が
、
直
接
に
一
定
「

の
技
術
を
施
行
す
る
者
に
対
し
て
の
み
で
は
な
く
、
ひ
ろ
く
一
般
国
民
に
も
及
ぶ
種
の
も
の
が
、
少
く
な
い
こ
と
に
一
特
色
を
見
出
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
　
　
　
．

る
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
直
接
統
制
の
方
法
と
、
聞
接
統
制
の
方
法
に
よ
る
形
式
と
が
あ
る
こ
と
も
、
一
般
の
統
制
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
統
制
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
接
に
統
制
客
体
に
及
ぶ
も
の
と
、
業
者
団
体
そ
の
他
を
通
じ
て
間
接
に
行
わ
れ
る
意
味
で
の
も
の
と
、
統
制
手
段
が
、
こ
の
技
術
統
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

の
目
的
に
、
直
接
的
な
も
の
と
、
間
接
的
な
も
の
と
が
あ
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
前
者
の
区
別
で
は
直
接
統
制
が
支
配
的
に
多
い
が
、



港猶h冊μフし

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
は
そ
の
技
術
統
制
が
、
多
く
は
入
命
そ
の
他
に
関
す
る
直
接
的
危
険
を
予
防
す
る
も
の
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
後
者
の
区

別
で
は
直
接
統
制
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
間
接
的
な
方
法
と
し
て
、
一
定
の
技
術
資
格
者
の
免
許
制
と
い
う
形
で
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
保
障
す
る
も
の
が
、
他
の
分
野
よ
り
も
割
に
多
く
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
技
術
統
制
の
実
体
を
、
最
も
容
易
に
且
つ
具
体
的
に
見
る
た
め
に
は
、
統
制
対
象
に
よ
る
区
別
を
最
適
と
す
る
の
で
、

本
稿
で
は
そ
の
方
法
に
よ
り
以
下
詳
論
す
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
主
と
し
て
生
産
又
は
建
設
の
施
設
に
向
け
ら
れ
た
技
術
統
制
、
一
↑

定
物
資
の
晶
質
・
製
造
過
程
に
向
け
ら
れ
た
技
術
統
制
、
更
に
活
動
形
態
に
向
け
ら
れ
た
も
の
な
ど
、
物
的
な
而
に
向
け
ら
れ
た
技
術
統

制
と
、
こ
れ
に
対
し
て
特
定
の
技
術
的
業
務
に
従
事
す
る
入
に
向
け
ら
れ
た
そ
れ
に
、
分
け
て
吟
味
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
一
）
　
国
家
に
よ
る
直
接
の
統
制
が
行
わ
れ
る
こ
ど
が
多
い
が
、
医
師
会
、
輸
出
組
合
な
ど
そ
の
他
の
業
者
の
団
体
に
よ
る
も
の
も
多
少
発
見
で
き
る
。

　
（
二
）
　
こ
の
意
味
で
、
特
許
権
そ
の
他
の
国
際
条
約
に
よ
る
世
界
的
保
護
の
必
要
も
生
れ
、
既
に
一
八
八
三
年
に
「
万
旧
工
業
所
有
権
保
護
同
盟
条
約
」

　
　
　
が
成
立
し
て
、
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
原
子
力
兵
器
の
競
争
の
外
、
国
際
的
電
波
競
争
な
ど
の
世
界
的
な
休
戦
条
約
の
必
要
性
も
著
し
い
わ
け
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
こ
の
技
術
統
制
の
確
保
の
た
め
、
そ
の
技
術
実
施
の
現
場
の
検
査
、
査
察
の
受
忍
と
い
う
も
の
も
存
す
る
が
、
こ
れ
は
比
較
的
に
少
な
い
が
、
製

　
　
　
口
…
の
検
査
、
検
定
を
要
す
る
も
の
は
多
い
が
、
ζ
れ
は
寧
ろ
、
上
記
の
作
為
義
務
の
方
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
例
、
兄
ば
薬
剤
、
通
信

　
　
　
機
、
電
気
器
具
な
ど
の
検
査
。
検
定
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
（
五
）
　
例
え
ば
、
一
定
の
技
術
水
準
を
守
ら
ず
、
又
は
一
定
品
質
を
保
有
し
な
い
も
の
の
保
有
、
使
肘
な
ど
を
、
一
般
国
民
に
も
禁
止
し
又
は
制
限
す
る

　
　
　
も
の
で
、
こ
れ
も
飲
食
物
、
薬
剤
、
化
粧
晶
な
ど
に
事
例
が
多
い
。

　
（
六
）
　
国
家
自
体
が
技
術
統
制
を
加
え
る
も
の
が
、
後
述
す
る
事
例
の
大
部
分
で
あ
る
が
、
医
師
会
に
優
生
保
護
医
の
指
定
を
委
し
、
　
（
優
生
保
護
法
五

　
　
　
条
）
、
輸
出
品
の
規
格
品
質
な
ど
の
検
査
を
業
者
組
合
に
行
わ
せ
る
な
ど
が
こ
れ
で
さ
る
（
輸
出
検
査
法
一
四
条
以
下
参
照
）
。

　
（
七
）
　
例
え
ば
航
空
機
の
製
造
に
つ
い
て
a
技
術
統
制
、
電
気
器
具
、
放
射
線
療
養
器
具
な
ど
に
対
す
る
安
全
保
障
の
た
め
の
構
造
上
の
統
制
は
、
　
こ
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こ
に
直
接
統
制
で
あ
る
が
、
　
一
定
の
職
業
に
技
能
試
験
を
合
格
し
た
者
の
み
の
従
事
を
認
め
る
人
的
免
許
制
度
は
、
　
こ
こ
に
間
接
統
制
と
言
え
よ

説　
　
　
　
う
。

論　
　
（
八
）
　
例
え
ば
、
鉄
道
路
線
の
構
造
に
、
更
に
自
動
車
、
航
空
機
な
ど
の
椿
造
に
対
し
、
更
に
は
危
険
薬
剤
の
製
造
に
、
有
毒
飲
食
物
の
製
造
加
工
の
禁

　
　
　
　
止
な
ど
に
対
す
る
技
術
的
統
制
が
、
凡
て
国
家
又
は
地
方
公
共
団
体
、
又
は
警
察
・
保
健
機
関
で
あ
る
如
き
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
（
九
）
　
自
動
車
の
運
転
士
、
航
空
機
の
操
縦
士
、
船
長
、
通
信
士
の
如
き
者
よ
り
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
土
の
試
験
免
許
制
度
の
如
き
こ
れ
で
あ
る

　
　
　
　
が
、
最
近
は
極
め
て
広
帆
に
拡
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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三
、
物
的
な
面
に
向
け
ら
れ
た
技
術
統
制

　
こ
の
物
的
な
面
に
向
け
ら
れ
た
統
制
は
、
最
も
直
接
的
で
あ
り
、
強
力
に
且
つ
広
汎
さ
を
加
え
て
か
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
更
に

主
と
し
て
物
的
施
設
、
物
的
構
造
に
対
す
る
も
の
、
一
定
の
物
質
自
体
に
向
け
ら
れ
た
も
の
、
更
に
主
と
し
て
技
術
水
準
に
向
け
ら
れ
た

も
の
、
又
は
そ
の
二
つ
又
は
三
つ
に
共
通
に
向
け
ら
れ
た
も
の
な
ど
、
種
々
で
あ
り
、
更
に
そ
の
技
術
統
制
の
目
的
が
、
入
命
そ
の
他
に

向
け
ら
れ
た
も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
動
物
に
向
け
ら
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
っ
て
、
複
雑
で
あ
る
。

　
イ
　
一
定
の
物
的
施
設
に
対
す
る
技
術
統
制
　
　
こ
れ
に
も
主
と
し
て
一
定
の
物
的
構
造
自
体
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
見
れ
る
も
の

と
、
一
定
の
物
的
施
設
を
強
要
す
る
形
式
の
も
の
な
ど
区
々
で
あ
る
。
前
者
の
事
例
と
見
得
る
も
の
は
、
古
く
か
ら
割
に
多
く
、
例
え
ば

鉄
道
、
軌
道
の
構
造
技
術
上
の
主
と
し
て
安
全
性
確
保
の
た
め
の
技
術
統
制
が
あ
る
。
地
盤
に
つ
き
、
軌
条
自
体
に
つ
き
、
勾
配
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

き
、
傾
斜
に
つ
い
て
な
ど
多
く
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
は
、
道
路
の
構
造
に
つ
い
て
も
、
構
造
技
術
上
の
統
制
を
加
え
る
「
道
路

構
造
令
」
（
三
三
年
八
月
一
日
政
令
二
四
四
号
）
の
制
定
を
見
る
に
至
っ
て
い
翫
．
・
．
又
交
通
轟
の
構
造
に
つ
い
て
も
、
鉄
道
・
艶
の
轟
は
勿
熊
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
道
路
運
送
轟
法
（
二
六
年
六
月
二
日
法
一
八
五
号
）
が
制
定
さ
れ
て
そ
の
塞
耀
保
の
た
め
の
傑
迫
技
術
の
五
雲
強
く
な
．
兜



船
舶
に
つ
い
て
は
、
夙
に
船
舶
聖
楽
（
昭
和
八
年
法
二
号
）
が
存
魅
こ
れ
又
構
造
技
術
上
の
統
制
を
一
般
的
に
行
う
と
土
目
に
、
他
而
低
性
能
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
舶
の
淘
汰
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
最
も
強
度
の
構
造
統
制
を
受
け
る
も
の
に
、
航
空
機
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
耐
油
証
明

　
　
の
強
制
（
航
空
法
一
〇
条
四
項
）
は
勿
論
、
型
式
証
明
（
噸
熱
）
を
も
要
求
し
て
、
荷
も
構
造
上
筆
の
伴
う
も
の
の
飛
行
使
用
を
厳
禁
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

　
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
更
に
人
馬
な
ど
の
交
通
頻
繁
な
都
市
の
建
築
構
造
技
術
上
の
統
制
は
、
早
く
か
ら
市
街
地
建
築
物
法
に
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
　
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
こ
に
住
居
し
、
利
用
す
る
者
の
保
健
衛
生
、
危
害
予
防
上
の
考
慮
か
ら
の
建
築
物
の
構
造
技
術
上
の
統
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

　
は
、
昭
和
二
五
年
法
律
第
二
C
一
号
に
よ
る
建
築
基
準
法
に
至
っ
て
、
劃
期
的
な
拡
大
を
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
多
衆
利
用

　
　
の
建
築
物
に
つ
い
て
、
特
に
危
険
防
止
上
の
技
術
統
制
は
、
従
前
か
ら
興
業
場
、
旅
館
、
病
院
な
ど
の
特
別
建
築
物
又
一
定
の
風
俗
営
業
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
○
）

　
　
は
公
衆
浴
場
な
ど
の
風
紀
取
締
上
の
構
造
制
限
な
ど
も
存
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
昭
和
二
三
年
を
中
心
と
す
る
関
係
法
規
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
新
法
規
に
よ
り
、
一
層
強
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
非
常
の
場
合
の
退
避
困
難
な
病
人
を
収
容
す
る
病
院
な
ど
に
お
け
る
危
害
予

　
防
上
の
構
造
的
考
慮
も
、
早
く
か
ら
残
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
二
三
年
の
医
療
法
並
に
同
法
施
行
法
令
で
は
、
極
め
て
詳
細
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
て
厳
重
な
扱
術
規
整
を
定
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
又
水
道
の
衛
生
保
持
上
必
要
な
物
的
構
造
、
下
水
道
の
構
造
上
の
技
術
統
制
も
、
躍

　
　
　
　
　
　
　
（
＝
「
「
）

　
進
を
見
せ
て
い
る
。

　
　
以
上
は
主
と
し
て
構
造
上
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
の
危
険
防
止
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
附
設
し
て
一
定
の
危
害
予
防
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
リ
　

　
め
に
、
施
設
を
強
制
さ
れ
る
も
の
に
、
先
ず
一
般
的
な
も
の
と
し
て
、
労
働
基
準
法
が
定
め
る
安
全
装
置
の
強
制
が
あ
り
、
レ
ソ
ト
グ
ン

　
　
そ
の
他
放
射
性
同
位
元
素
の
危
険
か
ら
の
防
衛
の
た
め
に
は
、
特
別
法
と
し
て
、
　
「
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に

関
す
る
葎
」
（
潅
誤
碧
。
日
）
が
制
定
さ
れ
て
い
毬

説　
　
　
そ
し
て
上
記
と
は
、
多
少
趣
き
を
異
に
す
る
立
場
か
ら
の
物
的
設
備
の
強
制
に
よ
る
技
術
の
間
接
保
障
の
た
め
の
も
の
と
し
て
、
前
記

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ハ
　

　
医
療
法
の
定
め
る
綜
合
病
院
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
の
一
定
物
的
設
備
の
基
準
が
存
す
る
こ
と
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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論　説

（
一
）
　
こ
の
た
め
の
基
準
法
と
し
て
、
国
有
鉄
道
建
設
規
程
（
昭
和
四
年
鉄
道
省
令
二
号
）
で
、
線
路
に
つ
き
、
軌
間
、
曲
線
、
勾
配
等
に
分
ち
詳
し
く

　
　
定
め
る
（
八
－
五
五
条
）
。
　
又
地
方
鉄
道
の
そ
れ
に
つ
、
い
て
は
、
地
方
鉄
道
建
設
規
程
（
大
正
八
年
閣
令
一
一
号
）
第
二
章
（
四
1
三
五
条
）
に
定

　
　
め
て
い
る
。

（
二
）
　
三
三
年
の
道
路
構
造
令
で
は
、
従
来
の
道
路
構
造
令
と
街
路
構
造
令
を
一
本
化
し
て
、
構
造
基
準
を
定
め
た
も
の
で
、
設
計
速
度
、
線
形
、
視

　
　
距
、
舗
装
、
立
体
交
差
、
橋
な
ど
に
つ
き
各
々
技
術
的
基
準
規
制
を
為
し
て
い
る
。

（
三
）
　
国
有
鉄
道
の
車
両
に
つ
、
い
て
は
既
掲
の
国
有
鉄
道
建
設
規
程
第
三
章
（
五
六
！
八
四
条
）
に
定
め
、
地
鉄
で
も
、
地
方
鉄
道
建
設
規
程
第
三
章
（

　
　
三
六
i
五
八
条
ノ
四
）
に
定
め
る
が
、
別
に
「
地
方
鉄
道
車
両
整
備
基
準
」
　
（
昭
和
二
六
伍
運
省
令
第
一
七
七
号
）
を
設
け
て
い
る
。

（
四
）
　
道
路
運
送
車
両
法
の
第
三
章
に
、
車
両
の
保
安
基
準
（
四
〇
－
四
六
人
目
を
定
め
て
、
之
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
運
行
の
用
に
供
し
て

　
　
は
な
ら
ぬ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
別
に
技
術
的
に
詳
細
な
基
準
を
告
示
し
て
い
る
（
二
六
年
運
輸
令
六
七
号
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
、
同
年
同

　
　
令
七
〇
号
自
動
車
整
備
基
準
な
ど
）
。

（
五
）
　
船
舶
安
全
法
は
、
同
法
に
よ
る
堪
航
力
を
有
し
、
人
命
の
安
全
を
保
持
す
る
に
必
要
な
施
設
を
為
さ
な
け
れ
ば
、
航
行
の
用
に
供
し
得
な
い
と
し

　
　
（
一
条
）
、
そ
の
所
要
施
設
（
二
条
）
、
無
線
な
ど
の
施
設
強
制
（
四
条
）
、
　
定
期
検
査
、
中
間
検
査
、
特
殊
的
検
査
、
臨
時
検
査
（
五
条
）
の
外
、

　
　
製
造
検
査
（
六
条
）
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
尚
、
同
法
施
行
規
則
に
詳
細
な
基
準
と
技
術
検
査
を
定
め
て
い
る
。
　
別
に
、
鋼
船
構
造
規
程
（
十
五

　
　
年
逓
信
省
令
二
四
号
）
、
木
船
構
造
規
則
（
三
三
年
運
輸
省
令
一
四
号
）
、
　
船
舶
機
関
規
則
（
一
一
二
年
同
機
五
五
号
）
、
船
舶
設
備
規
程
（
九
年
逓
信

　
　
省
令
六
号
）
、
船
舶
区
画
規
程
（
二
七
年
運
省
令
九
七
号
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
別
に
「
造
船
法
」
　
（
二
五
年
法
一
二
九
号
）
が
あ
っ
て
、
船
体
構
成
上
の
安
全
基
准
を
、
極
め
て
技
術
的
に
詳
細
に
定
め
て
、
最
少
限
そ
れ
以
上

　
　
の
構
造
上
の
安
全
性
を
持
つ
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

（
六
）
　
こ
の
低
能
郵
船
の
淘
汰
に
関
し
て
は
、
二
五
年
法
二
四
二
号
に
よ
る
「
低
性
能
船
舶
買
入
法
」
が
あ
っ
た
が
、
二
八
年
に
同
法
に
代
え
て
「
臨
時

　
　
船
質
改
善
助
成
利
子
補
給
法
」
　
（
二
八
年
法
一
五
〇
号
）
を
制
定
し
て
実
施
し
て
い
る
。
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（
七
）
　
航
空
法
一
〇
条
に
定
め
る
「
耐
空
証
明
」
は
、
運
輸
大
臣
が
、
航
空
機
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
そ
の
強
度
、
構
造
及
び
性
能
が
、
運
輸
省
令
で
．

　
　
　
　
　
定
め
る
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
検
査
確
認
の
上
で
交
付
す
る
も
の
で
、
同
証
明
で
は
、
そ
の
航
空
機
の
用

　
　
　
　
　
途
、
速
度
、
最
大
離
陸
重
量
、
最
大
着
陸
重
量
、
重
心
位
置
及
び
発
動
機
運
用
限
界
を
指
定
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
有
効
期
間
は
一
力
年
と

　
　
　
　
　
し
（
一
四
条
）
、
こ
の
耐
空
証
明
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
航
空
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
ぬ
と
す
る
（
一
一
条
）
。
別
に
航
空
機
の
「
型
式
証
明
」

　
　
　
　
　
を
行
う
も
の
と
し
（
一
二
条
）
、
修
理
改
造
の
際
も
技
術
的
な
整
備
検
査
を
強
制
し
て
い
る
（
一
六
条
）
。

　
　
　
（
八
）
　
昭
和
二
五
托
法
二
〇
一
具
・
建
築
基
準
法
で
代
置
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
、
市
街
地
建
築
物
法
に
多
く
存
し
た
。

　
　
　
（
九
）
　
建
築
基
準
法
二
〇
条
の
構
造
耐
力
、
二
一
条
の
大
規
模
の
建
築
物
の
主
要
構
造
、
二
七
条
の
特
殊
建
築
物
の
耐
火
構
造
、
三
五
条
の
特
殊
建
築
物

　
　
　
　
　
の
避
難
及
び
消
火
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
関
す
る
規
定
を
初
め
、
殆
ん
ど
同
法
は
竜
胆
的
規
定
に
満
ち
て
い
る
。

　
　
　
（
一
〇
）
　
現
行
の
医
療
法
の
前
法
と
も
言
う
べ
き
、
国
民
医
療
法
で
も
、
病
院
施
設
に
つ
き
、
又
風
俗
営
業
の
取
締
立
法
、
公
衆
浴
場
な
ど
に
つ
き
、
危

　
　
　
　
　
険
予
防
、
風
俗
取
締
上
の
必
要
に
も
と
つ
く
構
造
技
術
上
の
規
整
が
存
し
た
。

　
　
　
（
一
一
）
　
二
三
年
の
興
業
場
法
（
法
＝
二
七
号
）
、
二
条
、
三
条
、
旅
館
業
法
（
法
＝
二
八
条
）
、
三
条
二
項
、
四
条
、
同
法
施
行
く
り
】
条
、
公
衆
浴
場

　
　
　
　
　
法
（
法
＝
二
九
号
）
、
二
条
二
項
、
三
条
。

　
　
　
（
一
二
）
　
医
療
法
二
一
条
、
二
二
条
、
二
三
条
、
同
法
施
行
規
則
一
六
条
、
一
七
条
等
参
照
。

　
　
　
（
一
三
）
　
水
道
に
つ
い
て
は
、
そ
の
清
浄
維
持
の
た
め
に
、
水
道
法
（
三
三
年
法
一
七
七
号
）
四
条
に
水
質
基
準
を
、
更
に
五
条
に
施
設
基
準
そ
の
仙
の

　
　
　
　
　
技
術
規
定
を
定
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
又
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
法
（
三
三
年
法
七
九
号
）
で
環
境
衛
生
の
保
全
確
保
上
、
そ
の
構
造
は
政
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合

　
　
　
　
　
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
（
七
条
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

説　
　
　
（
一
四
）
　
労
働
基
準
法
四
二
条
－
四
五
条
（
危
害
の
防
止
）
、
四
五
条
の
安
全
措
置
の
た
め
の
規
定
、
　
之
を
更
に
詳
細
膨
圧
的
に
定
め
る
も
の
と
し
て
、

論　
　
　
　
　
同
法
施
行
規
則
（
二
二
年
厚
省
令
二
三
号
）
の
外
、
労
働
安
全
規
則
（
二
二
年
労
省
令
九
号
）
が
あ
り
、
別
に
事
業
附
属
寄
宿
舎
規
程
（
二
二
年
労
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省
令
七
号
）
二
章
及
び
三
章
に
安
全
衛
生
の
基
準
を
技
術
的
に
定
め
て
い
る
。

　
（
一
五
）
　
こ
の
放
射
能
障
害
の
予
防
の
問
題
は
、
近
時
著
し
く
社
会
問
題
化
し
、
そ
の
た
め
の
同
法
制
定
で
あ
る
。

　
（
一
六
）
　
医
療
法
二
一
条
は
病
院
に
つ
き
、
二
一
、
一
条
は
総
合
病
院
に
つ
き
、
こ
の
基
準
を
法
定
し
て
い
る
。

　
印
　
物
資
の
品
質
な
ど
に
向
け
ら
れ
た
鼓
術
統
制
　
　
こ
れ
も
多
く
は
、
入
命
そ
の
他
に
対
す
る
危
険
予
防
の
意
図
を
も
っ
て
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
取
引
の
公
正
適
正
保
持
の
た
め
を
主
に
す
る
も
の
も
な
く
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
す
な
わ
ち
一
定
品
質
を
保

持
す
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
、
取
引
の
安
全
を
図
り
得
な
い
た
め
の
も
の
で
、
繊
維
製
品
な
ど
に
お
け
る
品
質
保
障
な
ど
が
、
こ
の
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
い
例
と
言
え
る
が
、
我
々
が
日
々
供
給
を
受
け
て
い
る
電
気
、
瓦
斯
の
如
き
も
の
に
つ
い
て
も
著
し
い
。
そ
れ
は
正
確
に
等
質
・
等
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

で
な
く
と
も
、
一
定
限
界
以
内
の
差
し
か
許
し
得
な
い
も
の
で
、
そ
の
維
持
に
技
術
的
統
制
を
加
え
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
又
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
波
長
、
周
波
数
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
や
は
り
最
も
重
要
な
の
は
、
人
畜
に
対
す
る
危
険
予
防
の
た
め
の
製
品
の
技
術
的
統
制
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
一
つ

に
は
飲
食
物
に
対
し
て
で
あ
り
、
一
定
の
有
毒
物
を
含
有
せ
し
め
な
い
こ
と
、
更
に
一
定
の
有
効
成
分
を
保
有
す
る
た
め
の
扱
術
強
制
が

　
　
　
　

あ
る
。
更
に
薬
品
に
対
し
て
は
一
層
こ
の
扱
術
干
渉
は
著
し
く
、
そ
れ
は
古
く
よ
り
強
度
の
統
制
が
存
す
る
所
で
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
薬

局
方
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
新
製
剤
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
厚
生
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
も
の
で
な
く
て

　
　
　
（
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

は
な
ら
ぬ
。
特
に
毒
薬
、
劇
薬
、
麻
薬
な
ど
の
製
造
・
販
売
、
保
有
に
対
し
て
は
、
厳
重
な
鼓
術
的
取
締
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
又
別
に

ワ
ク
チ
ン
そ
の
他
の
生
物
学
的
製
剤
の
そ
れ
も
、
浸
物
学
的
製
剤
製
造
規
則
L
（
二
四
年
厚
生
省
令
八
号
）
が
、
厳
重
に
技
術
統
制
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
禦
更
に
雇
叢
締
法
L
（
二
三
年
法
八
二
号
）
の
中
に
も
、
そ
の
取
扱
技
術
上
の
規
制
が
存
す
る
と
こ
ろ
で
象
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

　
又
電
気
器
具
の
型
式
承
認
の
制
度
、
医
療
機
械
な
ど
の
検
査
制
度
も
、
危
険
予
防
の
た
め
の
考
慮
に
も
と
つ
く
技
術
的
規
制
で
あ
る
。

別
に
火
薬
の
製
造
取
扱
に
つ
き
、
更
に
高
圧
ガ
ス
の
取
扱
に
つ
い
て
、
危
害
予
防
上
の
技
術
制
限
の
存
す
る
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
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（
二
）

　
る
。

　
　
（
一
）
　
特
に
新
興
繊
維
製
品
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
が
著
し
い
。
又
戦
時
中
は
、
そ
の
混
紡
率
に
つ
い
て
も
、
厳
重
な
統
制
が
存
し
た
こ
と
は
衆
知
の
所

　
　
　
　
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
　
す
な
わ
ち
、
電
気
に
つ
い
で
は
、
例
え
ば
我
々
の
家
庭
用
の
電
力
は
、
そ
の
電
力
供
給
規
程
に
定
め
る
一
定
ボ
ル
ト
と
、
ア
ン
ペ
ア
の
も
の
で
な

　
　
　
　
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
瓦
斯
に
つ
い
て
も
、
一
定
気
圧
で
、
一
定
カ
ロ
リ
ー
を
保
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
（
三
）
　
ラ
ジ
オ
が
、
一
定
の
放
送
局
が
一
定
の
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
を
維
持
し
、
且
つ
そ
の
空
中
線
電
力
も
一
定
し
た
も
の
で
免
許
を
受
け
る
が
、

　
　
　
　
　
そ
の
勝
手
な
変
更
を
許
さ
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
（
電
波
法
七
条
、
一
四
条
参
照
）
。

　
　
（
四
）
　
酒
類
に
つ
い
て
、
そ
の
酒
精
含
有
量
の
技
術
区
分
が
あ
り
（
酒
税
法
三
条
、
二
二
条
）
、
食
品
衛
生
法
及
び
同
法
施
行
規
則
で
は
、
多
く
の
特
殊

　
　
　
　
飲
食
物
に
つ
い
て
、
消
極
的
に
、
又
は
積
極
的
に
一
定
物
の
含
有
景
の
技
術
限
界
を
定
め
て
い
る
（
法
七
条
、
規
則
一
〇
条
以
下
な
ど
参
照
）
。

顎

　
　
（
五
）
　
薬
事
法
二
六
条
三
項
、
三
〇
条
、
三
一
条
、
三
二
条
な
ど
参
照
。
特
に
「
公
定
書
に
収
め
ら
れ
て
、
い
癒
い
医
薬
品
は
、
二
六
条
三
項
の
規
定
に
よ

　
　
　
　
り
厚
生
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
基
準
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
」
こ
れ
を
製
造
販
売
で
き
ぬ
と
し
（
一
一
＝
条
）
、
　
又
厚
生
大
臣
指
定
の
医
薬
品

　
　
　
　
は
、
厚
生
大
臣
指
定
者
の
検
査
を
受
け
、
且
つ
合
格
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
販
売
授
与
し
て
は
な
ら
ぬ
と
も
し
て
い
る
（
三
三
条
）
。

　
　
（
六
）
　
薬
事
法
三
五
条
以
下
に
特
に
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
毒
薬
の
標
示
に
は
黒
字
に
白
枠
、
白
地
を
も
っ
て
そ
の
晶
名
及
び
「
毒
」
の
字
を
記
載

　
　
　
　
し
（
三
五
条
一
項
）
、
　
劇
薬
の
標
示
に
は
、
　
白
地
に
赤
枠
、
　
赤
字
を
も
っ
て
そ
の
品
名
及
び
「
劇
」
の
字
を
記
載
す
る
こ
と
を
、
要
求
し
（
同
条
二

　
　
　
　
項
）
　
そ
の
取
扱
者
も
限
定
し
て
い
る
（
三
六
条
、
三
七
条
）
。
又
別
に
「
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
」
　
（
二
五
年
法
三
〇
三
号
）
が
あ
る
。
尚
、
麻
薬

　
　
　
　
に
つ
い
て
は
、
二
三
年
法
一
二
三
号
「
麻
薬
取
締
法
」
に
よ
っ
て
、
多
く
の
技
術
的
取
締
制
限
を
お
い
て
い
る
。
　
別
に
覚
せ
い
剤
取
締
法
（
二
六

　
　
　
　
年
法
二
五
二
号
）
も
存
す
る
こ
と
も
附
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
七
）
　
各
種
の
ワ
ク
チ
ン
更
に
各
種
の
予
防
接
種
剤
に
対
す
る
統
制
の
重
大
さ
は
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
　
（
八
）
　
農
薬
の
製
造
、
成
分
上
の
統
制
、
そ
の
保
管
、
使
用
上
の
制
限
が
著
し
く
、
又
農
業
用
化
学
肥
料
に
つ
い
て
も
成
分
上
の
統
制
が
あ
る
。
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（
九
）
　
こ
の
電
気
用
品
に
つ
い
て
は
．
昭
和
一
〇
年
逓
信
省
令
三
〇
口
5
．
で
「
電
気
用
品
取
締
規
則
」
幽
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
製
造
に
は
、
種
別
毎
に
通
産
大

村　
　
　
　
臣
の
免
許
を
要
し
（
二
条
）
、
更
に
そ
の
型
式
毎
に
通
産
大
臣
の
型
式
承
認
を
要
し
（
三
条
）
、
そ
の
型
式
承
認
の
な
い
用
口
…
の
販
売
使
用
禁
止
を
定

論　
　
　
　
め
て
い
る
（
五
条
）
。

　
　
（
一
〇
）
　
特
に
、
放
射
性
物
に
よ
る
治
療
機
械
に
つ
い
て
、
更
に
別
に
強
力
な
予
防
立
法
が
制
定
さ
れ
イ
、
い
る
こ
と
は
、
既
述
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
（
＝
）
　
火
薬
類
取
締
法
（
二
五
年
法
一
四
九
号
）
、
高
圧
ガ
ス
．
取
締
法
（
二
⊥
ハ
年
法
二
〇
四
号
）
。

　
　
周
　
手
術
水
準
の
維
持
の
強
制
　
　
扱
術
統
制
の
最
も
注
目
す
べ
き
新
動
向
を
示
す
も
の
が
、
こ
の
技
術
水
準
の
維
持
強
制
と
い
う
形

　
　
態
の
統
制
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
国
際
競
争
性
の
強
い
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
著
し
く
発
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
政
治
的

　
　
に
も
、
重
大
な
意
味
を
保
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
も
ち
ろ
ん
、
既
述
の
物
的
施
設
に
対
す
る
技
術
統
制
の
中
に
も
、
間
接
的
な
意
味
で
の
、
技
術
水
準
の
保
持
は
、
そ
の
安
全
性
保
障
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
▼
た
め
に
要
求
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
或
い
は
そ
の
取
引
規
格
化
の
た
め
に
不
可
欠
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
比
較
的
古
い
も
の
で
、
「
火
薬
叢
締
法
」
（
振
諾
雑
）
に
現
わ
れ
て
い
る
も
㊧
ゴ
近
の
も
の
で
は
、
「
高
圧
が
最
締
法
」

更
に
二
七
年
の
「
航
空
蜷
造
法
」
（
同
年
七
月
一
六
日
法
律
二
三
七
号
）
で
は
、
薯
に
一
定
の
生
産
扱
術
上
の
基
澹
碧
す
ゑ
収
備
を
呈
す
る
義

務
を
課
し
（
同
法
二
条
ノ
九
）
、
又
之
を
譜
得
る
も
の
と
し
た
（
鯉
．
又
航
擬
の
塞
性
確
保
そ
の
他
の
点
か
ら
、
そ
の
製
造
方
射
つ
い

　　

ﾄ
認
可
製
確
立
し
て
い
る
（
魏
）
。
そ
し
て
二
八
年
の
「
武
器
等
製
造
法
」
へ
笠
当
青
魚
）
で
も
、
前
記
航
空
欝
造
者
に
対
す
る

と
型
く
、
一
定
の
鑑
設
備
に
つ
い
（
二
軸
術
去
基
準
の
聾
を
霧
付
け
（
鯉
凱
）
、
夏
に
そ
の
製
造
・
保
筥
一
定
基
準
の
維

　　

揩
�
ｽ
じ
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
劫
懸
．
矛
産
技
術
で
は
努
、
設
備
の
窺
讐
の
而
で
、
是
の
鼓
術
水
準
の
維
持
を
諾
す
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　　説論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヒ
　

る
も
の
に
、
空
港
の
柔
術
管
理
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
航
空
法
四
七
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
技
術
向
上
の
方
向
に
向
け
て
の
、
一
定
最
低
水
準
の
維
持
の
問
題
で
あ
る
が
、
全
く
異
な
る
の
が
、
消
極
的
な
意
味
で
の

技
術
統
制
を
企
図
す
べ
き
も
の
で
、
そ
し
て
そ
れ
は
国
内
的
で
あ
る
よ
り
は
、
国
際
的
に
維
持
す
べ
き
も
の
が
、
原
子
兵
器
の
製
造
・
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

展
に
対
す
る
技
術
制
限
の
統
制
で
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
こ
う
し
た
国
際
競
争
の
政
治
的
要
素
を
も
含
め
た
激
し
さ
を
持
つ
産
業
分
野
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
輸
出
貿
易

の
進
展
に
依
る
産
業
活
動
に
こ
そ
、
国
民
経
済
の
活
路
を
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
国
と
あ
っ
て
は
、
一
般
に
産
業
生
産
技
術
全
般
の
急
速
な

改
善
こ
そ
急
務
で
あ
る
が
、
独
禁
法
の
緩
和
が
（
昭
和
二
八
年
法
律
二
五
九
号
）
、
特
に
宗
塞
団
体
組
織
法
の
制
定
（
髭
堕
細
書
）
が
、
往
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
低
水
準
企
業
へ
の
平
均
化
、
釘
付
け
に
動
く
可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
は
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
打
破
こ
そ
、

わ
が
国
民
経
済
を
救
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
部
面
で
の
抜
本
的
措
置
こ
そ
緊
要
と
考
え
る
。
こ
の
意
味
で
三
一
年
の
「
機
械
工
業
振

興
臨
時
書
法
」
魏
請
駐
日
）
が
、
生
産
技
術
向
上
の
た
め
の
基
準
の
公
表
の
制
度
を
設
け
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
を
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
」

又
特
許
権
の
制
度
に
つ
い
て
も
再
考
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
後
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
租
税
臨
時
措
置
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ご
…
）

の
特
定
産
業
機
械
の
特
別
減
価
償
却
の
許
容
も
、
こ
の
技
術
水
準
の
．
更
新
に
役
立
ち
初
め
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
た
い
。

　
（
一
）
　
更
に
、
取
引
の
安
全
確
保
の
た
め
の
も
の
と
し
て
は
、
繊
維
製
口
…
の
規
格
、
化
学
肥
料
な
ど
の
品
質
保
証
に
、
更
に
、
農
薬
並
び
に
医
薬
口
…
に
つ

　
　
　
い
て
も
、
成
分
の
基
準
が
維
持
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
（
二
）
　
同
法
で
は
、
火
薬
類
の
製
造
業
を
営
む
も
の
は
、
製
造
所
毎
に
、
通
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
さ
せ
（
三
条
）
、
　
そ
れ
以
外
の
者
の
製
造
を
禁
止
し

　
　
　
（
四
条
）
、
更
に
、
製
造
施
設
及
び
製
造
方
法
に
つ
い
て
一
定
の
技
術
上
の
基
準
の
維
持
を
強
制
し
て
い
る
が
（
九
条
）
、
こ
れ
は
主
と
し
て
危
害
予

　
　
　
防
の
目
的
に
止
ま
る
基
準
維
持
で
あ
り
、
船
舶
、
航
空
機
な
ど
の
そ
れ
と
目
的
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
同
法
に
お
い
て
も
、
高
圧
ガ
ス
の
製
造
は
、
事
業
場
毎
に
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
．
要
す
る
も
の
と
し
（
五
条
）
、
同
じ
く
そ
の
製
造
施
設
、

　
　
　
方
法
に
対
し
一
定
基
準
の
維
持
を
強
制
す
る
明
文
が
存
す
る
が
（
＝
条
、
一
二
条
）
、
こ
れ
も
専
ら
危
害
予
防
的
目
的
に
止
る
も
の
に
過
ぎ
な
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担

い
。

（
四
）
　
船
舶
安
全
法
第
一
条
は
、
船
舶
は
「
そ
の
堪
航
性
を
保
持
し
、
且
つ
人
命
の
安
全
を
保
持
す
る
に
必
要
な
施
設
を
為
す
に
非
ざ
れ
ば
、
之
を
航
行

　
　
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
し
て
、
そ
の
設
備
を
定
め
、
定
期
、
中
間
、
特
殊
な
ど
の
検
査
制
を
定
め
て
い
る
。

（
五
）
　
航
空
機
製
造
法
第
六
条
は
「
航
空
機
の
製
造
に
係
る
許
可
事
業
者
は
、
通
商
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
製
造
の
方
法
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、

　
　
航
空
機
を
製
造
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
」
通
商
大
臣
は
「
前
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
製
造
の
方
法
が
、
通
商
産
業
省
令
で
定
め
る
生
産
技
術

　
　
上
の
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
認
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
七
条
に
そ
の
認
可
基
準
に
よ
る
製
造
を
命
命
し
、
八

　
　
条
以
下
に
そ
の
確
認
を
定
め
て
い
る
。

（
六
）
　
武
器
等
製
造
法
第
五
条
は
、
通
産
大
臣
が
こ
の
製
造
等
の
許
可
を
与
え
る
基
準
の
一
と
し
て
「
通
産
省
所
定
の
技
術
上
の
基
準
」
に
適
合
す
る
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と
を
、
前
提
す
る
外
（
五
条
一
項
一
号
）
、
第
九
条
一
項
は
、
そ
の
技
術
上
の
基
準
を
維
持
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

（
七
）
　
す
な
わ
ち
、
空
港
の
設
置
は
、
運
輸
大
臣
の
設
置
管
理
す
る
も
の
（
第
一
種
空
港
、
第
二
種
空
港
）
以
外
は
、
凡
て
運
輸
大
臣
の
許
可
を
要
し

　
　
（
第
三
種
空
港
）
、
　
そ
の
設
置
申
請
に
は
、
一
定
の
航
空
保
安
上
の
構
造
設
備
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
基
準
に
従
っ
て
許
可
し
（
航
空
法
三
九
条
以

　
　
下
）
、
　
更
に
凡
て
の
飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
の
設
置
者
に
は
、
「
運
輸
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
、
当
該
施
設
を
管
理
し
な
け

　
　
れ
鳳
な
ら
ぬ
」
と
明
上
し
（
同
上
四
七
条
一
項
）
、
そ
の
た
め
定
期
検
査
を
定
め
（
同
上
二
項
）
、
更
に
、
そ
の
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
い
と
き
、

　
　
そ
れ
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
許
可
の
取
消
を
定
め
て
い
る
（
四
八
条
四
号
、
五
号
）
。

（
八
）
　
「
核
原
料
物
資
、
核
燃
料
物
資
及
び
原
子
炉
に
関
す
る
法
律
」
　
（
三
二
年
法
一
六
六
号
）
で
、
製
錬
に
つ
き
四
条
一
項
二
号
に
、
一
二
条
二
項
、

　
　
三
項
に
、
加
工
業
に
つ
き
一
四
条
一
項
二
号
、
二
〇
条
に
、
原
子
炉
に
つ
き
、
二
四
条
一
項
三
号
、
二
八
条
、
三
三
条
に
関
係
規
定
を
お
い
て
い

　
　
る
。

（
九
）
　
独
禁
法
に
い
う
「
不
当
な
取
引
制
限
」
の
方
法
と
し
て
の
、
技
術
制
限
を
目
的
と
し
た
カ
ル
テ
ル
が
、
記
法
三
条
違
反
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た

　
　
が
、
二
八
年
の
改
正
に
よ
る
不
況
カ
ル
テ
ル
（
二
四
条
ノ
三
）
の
方
法
と
し
て
間
接
に
は
技
術
制
限
が
可
能
と
な
り
、
合
理
化
カ
ル
テ
ル
に
お
い
て
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は
な
お
更
で
あ
る
（
二
四
条
ノ
四
）
。
し
か
し
最
も
重
大
な
カ
ル
テ
ル
許
容
は
、
中
小
企
業
団
体
組
織
法
の
制
定
で
あ
る
と
言
わ
ね
歪
な
ら
ぬ
。

　
　
　
（
一
〇
）
　
機
械
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
＝
一
条
】
項
は
「
通
商
産
業
大
臣
は
、
合
理
化
基
本
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
機
械
工
業
審
議
会
の
意

　
　
　
　
　
　
見
を
き
い
て
、
生
産
技
術
の
向
上
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
定
機
械
工
業
に
つ
い
て
、
合
理
化
基
．
本
計
画
に
定
め

　
　
　
　
　
　
る
そ
の
特
定
機
械
工
業
の
合
理
化
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
特
定
機
械
工
業
を
営
む
者
の
工
場
又
は
事
業
場
に
お
け
る
、
そ
の
特
定
機

　
　
　
　
　
械
の
製
造
及
び
検
査
の
設
備
及
び
方
法
並
び
に
そ
の
製
造
に
従
事
す
る
者
の
技
能
的
能
力
が
適
合
し
な
け
れ
拭
な
ら
な
い
と
認
め
ら
れ
る
基
準
を
定

　
　
　
　
　
　
め
て
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
而
し
て
、
同
条
に
い
わ
ゆ
る
「
合
理
化
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
同
法
三
条
及
び
四
条
に
定
め

　
　
　
　
　
　
る
所
で
あ
る
。

　
　
　
（
＝
）
　
特
許
専
用
権
を
、
．
現
在
の
如
き
日
本
の
産
業
技
術
の
お
く
れ
て
い
る
国
で
、
十
五
年
も
独
占
さ
す
こ
と
は
不
適
当
で
、
こ
れ
を
短
縮
し
て
・
別

　
　
　
　
　
　
に
発
明
に
一
時
的
報
賞
制
度
を
ひ
ろ
く
採
用
す
べ
き
こ
と
を
提
称
し
た
い
。

　
　
　
（
｝
二
）
　
こ
の
租
税
臨
時
措
置
法
の
方
法
に
よ
る
も
の
は
、
既
述
一
の
註
五
参
照
。

　
　
　
倒
そ
の
他
の
被
術
統
制
上
記
の
外
、
特
殊
な
鼓
術
統
制
を
行
う
も
の
に
、
漁
獲
鼓
術
、
狩
猟
方
法
の
統
制
が
あ
り
・
家
畜
の
品

　　

癈
ﾜ
ど
の
た
め
の
統
制
に
も
、
こ
こ
緩
術
統
制
と
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
先
ず
二
四
年
の
「
藁
箒
」
（
二
四
年
一
二
月
】
五
日
法
律
二
六
七
号
）

　
　
は
、
そ
の
五
六
条
で
水
産
資
源
保
護
の
た
あ
に
、
漁
具
。
漁
、
船
の
鼓
術
的
制
限
禁
止
を
行
う
こ
と
を
定
め
、
別
に
一
般
的
な
資
源
保
護
の

　　

ｧ
法
と
し
て
「
水
産
資
源
保
護
法
」
（
二
六
年
一
二
月
一
七
日
法
律
三
三
号
）
を
制
定
し
、
更
に
漁
法
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
・
漁
選
一
も
考
尺
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
の
で
、
特
定
の
漁
獲
方
法
の
技
術
制
限
を
行
う
特
別
法
令
を
多
く
制
定
し
て
い
る
。

　　

@
又
「
狩
猟
迭
（
大
正
七
年
四
月
四
日
法
律
三
二
号
）
で
も
、
特
定
の
鳥
類
、
獣
類
の
捕
獲
禁
止
と
共
に
・
纏
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
も
・
そ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
期
、
捕
獲
方
法
に
却
却
的
統
制
を
定
め
て
い
る
。
更
に
家
畜
の
品
種
改
良
の
緊
要
性
か
ら
、
種
畜
・
交
配
に
対
す
る
湛
々
統
制
が
・
種
畜

縦
法
（
藍
肇
、
家
畜
豊
増
殖
法
三
遷
律
）
に
曼
で
い
る
如
き
れ
で
篠

　
　
　
（
】
）
　
こ
の
種
の
漁
獲
技
術
統
制
を
含
む
取
締
法
令
と
し
て
は
、
小
型
汽
船
底
び
き
網
漁
業
取
締
規
則
（
二
七
年
農
林
省
令
六
号
）
、
　
ま
き
網
漁
業
取
締

25　（2一一4・●17）　117



説

　
　
規
則
（
同
年
同
省
令
八
号
）
、
母
船
式
漁
業
取
締
規
則
（
同
年
同
省
令
三
〇
号
）
、
　
さ
け
ま
す
流
網
漁
業
取
締
規
則
（
同
年
同
省
令
五
二
号
）
、
白
蝶

　
　
貝
等
採
取
業
取
締
規
則
（
同
年
同
省
令
五
一
号
）
、
さ
ば
漁
業
取
締
規
則
（
三
三
年
同
省
令
三
二
号
）
な
ど
極
め
て
多
い
。

（
二
）
　
感
謝
法
一
条
三
号
四
号
、
同
法
施
行
規
則
二
条
に
狩
猟
期
間
の
制
限
三
条
に
猟
法
の
制
限
、
四
条
に
捕
獲
数
量
の
制
限
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

（
三
）
　
種
畜
法
（
二
三
年
法
一
五
五
号
）
で
も
、
そ
の
種
畜
適
柊
に
つ
い
て
規
整
し
て
い
た
が
、
同
法
に
代
っ
た
家
畜
改
良
増
殖
法
（
二
五
年
法
二
〇
九

　
　
号
）
四
条
以
下
で
は
、
優
秀
品
種
の
育
成
の
た
め
の
繁
殖
統
制
を
規
定
し
て
い
る
。
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四
、
人
に
向
け
ら
れ
た
技
術
統
制

　
各
種
技
術
の
高
度
化
は
、
自
然
に
一
定
水
準
以
上
の
技
能
者
を
要
求
す
る
。
こ
こ
に
最
近
相
次
い
で
鼓
術
免
許
制
を
定
め
る
特
別
立
法

の
制
定
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
が
、
そ
の
立
法
中
に
は
、
そ
の
立
法
趣
旨
の
美
句
に
拘
わ
ら
ず
、
実
は
既
存
の
従
事
者
に
無
試
験
免
許
を
与

え
る
こ
と
に
よ
り
、
徒
ら
に
ギ
ル
ド
的
特
権
を
与
え
て
、
参
議
院
そ
の
他
の
立
候
補
の
際
の
票
集
め
に
行
う
か
の
疑
い
の
あ
る
行
動
も
見

え
る
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
、
若
し
実
施
す
る
な
ら
ば
、
鼓
術
実
施
関
係
の
試
験
科
目
に
は
特
別
免
除
を
す
る
と
し
て
も
、
技
術
理
論
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

鼓
術
法
令
関
係
の
試
験
は
免
除
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
鼓
楼
免
許
制
と
し
て
は
、
古
く
か
ら
存
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
、
自
動
車
・
船
舶
・
航
空
機
な
ど
交
通
機
関
関
係
の
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
　

転
者
な
ど
免
許
制
の
外
、
最
近
は
医
療
関
係
で
も
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
士
な
ど
の
資
格
試
験
と
免
許
制
が
創
設
さ
れ
、
交
通
機
関
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ニ
　

の
免
許
制
も
著
し
く
分
科
し
、
通
信
関
係
は
勿
論
、
一
般
の
生
産
職
場
で
の
一
定
職
種
に
つ
い
て
の
試
験
免
許
制
の
創
設
も
著
し
く
拡
が

　
　
　
　
　
ハ
　

り
つ
つ
あ
る
。

　
（
一
）
　
多
く
の
こ
の
種
免
許
法
に
は
、
そ
の
従
事
者
の
素
質
の
向
上
、
扱
術
安
全
な
ど
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
も
の
は
、
既
に
そ
の
業
務
に
一
定

　
　
　
年
数
以
上
従
事
し
て
い
る
も
の
に
、
受
験
免
除
を
定
め
、
そ
の
資
格
を
賦
与
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
後
述
六
の
註
一
六
参
照
。



論　説

（
二
）
　
医
師
の
免
許
に
つ
い
て
は
、
医
師
法
（
二
三
年
法
楽
〇
一
口
5
．
）
二
条
乃
至
董
ハ
条
に
定
め
る
が
、
別
に
特
例
を
認
め
て
い
る
（
二
八
年
法
一
九
二

　
　
号
「
医
師
等
の
免
許
及
び
試
験
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
、
三
〇
年
法
八
四
号
「
医
師
国
家
試
験
予
備
試
験
の
受
験
資
格
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
）
。

　
　
。
歯
科
医
師
に
つ
き
歯
科
医
師
法
（
二
三
年
法
堂
〇
二
号
）
二
条
乃
至
一
六
条
に
規
定
し
、
別
に
歯
科
衛
生
士
法
（
二
三
年
脱
蝋
〇
四
号
）
、
　
歯
科

　
　
技
工
法
（
三
〇
年
法
一
六
八
号
）
、
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
法
（
二
六
年
法
二
二
六
号
）
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
（
二
三
年
法
上
〇
三
号
）
、
　
あ

　
　
ん
摩
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
及
び
柔
道
整
復
師
法
（
二
二
年
法
二
一
七
号
）
な
ど
が
あ
る
。
又
特
に
優
生
保
護
法
の
人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
の
手
術

　
　
を
行
う
医
師
に
つ
い
て
は
、
指
定
医
制
度
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
た
い
（
同
法
一
四
条
）
。
　
医
療
と
は
直
接
関
係
が
な
い
が
、
栄
義
士
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
度
も
二
二
年
の
栄
養
士
法
（
法
二
四
五
号
）
で
、
　
又
調
理
師
の
制
度
も
三
三
年
の
調
理
師
法
（
法
一
四
七
号
）
で
確
立
し
て
い
る
。
　
又
理
容
師
法

　
　
（
二
二
年
洪
二
三
四
号
）
も
、
地
方
試
験
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。

　
　
　
尚
、
薬
剤
士
に
つ
い
て
は
、
薬
事
法
（
二
三
年
法
一
九
七
号
）
三
条
以
下
に
定
め
て
い
る
。

（
三
）
　
自
動
車
の
運
転
免
許
に
は
、
第
一
種
運
転
．
免
許
と
第
二
種
同
上
と
が
あ
る
。
更
に
、
第
一
種
の
免
許
の
中
に
、
大
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車

　
　
免
許
、
小
型
自
動
車
免
許
、
軽
自
動
車
免
許
な
ど
が
あ
る
（
道
路
交
通
取
締
法
施
行
令
四
七
条
以
下
）
。
　
又
船
舶
乗
員
の
技
能
免
許
制
も
複
雑
で
あ

　
　
り
、
船
舶
職
，
員
法
（
二
六
年
法
一
四
九
号
）
は
、

　
　
　
次
に
航
空
機
乗
員
に
つ
い
て
は
、
航
空
法
（
二
七
年
法
↓
＝
一
二
号
）
四
章
に
技
能
証
明
と
免
許
を
定
め
て
い
る
が
、
定
期
運
送
用
操
縦
士
、
上
級

　
　
事
業
用
操
縦
士
、
事
業
用
操
縦
士
、
自
家
用
操
縦
士
、
一
等
航
空
士
、
二
等
航
空
士
、
航
空
機
関
士
、
一
等
乃
至
三
等
航
空
通
信
士
、
一
等
乃
至
三

　
　
等
航
空
整
備
士
、
航
空
工
場
整
備
士
の
多
種
に
亘
る
。
　
困
鉄
も
、
鉄
道
営
業
法
二
一
条
に
も
と
づ
き
、
「
動
力
車
操
縦
者
運
転
免
許
に
関
す
る
省

　
　
令
」
　
（
昭
和
三
一
年
省
令
四
三
号
）
を
制
定
し
、
運
転
者
の
免
許
制
を
お
い
て
い
る
が
、
甲
種
蒸
気
機
関
車
運
転
免
許
、
甲
種
電
気
機
関
車
運
転
免

　
　
許
、
甲
種
内
燃
車
運
転
免
許
の
外
、
乙
種
の
上
記
三
種
の
運
転
免
許
と
、
無
軌
道
電
車
運
転
免
許
の
七
種
を
定
め
て
い
る
（
同
省
令
四
条
）
。

（
四
）
　
前
記
の
船
舶
及
び
航
空
通
信
士
の
外
に
、
電
波
法
（
二
五
年
法
＝
一
二
号
）
第
四
章
（
三
九
一
五
一
条
）
に
無
線
従
事
者
の
資
格
を
定
め
て
い

　
　
る
。
そ
の
種
類
は
、
第
一
級
乃
至
第
三
級
無
線
通
信
士
、
航
空
級
無
線
通
信
士
、
電
話
級
無
線
通
信
士
、
第
一
級
及
び
第
二
級
無
線
技
術
士
、
第
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説

一
級
及
び
第
二
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
、
特
殊
無
線
技
士
の
十
種
と
し
、
国
家
試
験
合
格
者
に
郵
政
大
臣
か
ら
免
許
を
与
え
る
こ
と
と
し
て
い
る

（
四
〇
条
、
四
一
条
）
。
そ
の
他
、
「
機
汽
罐
主
任
者
技
能
認
定
に
関
す
る
件
」
　
（
一
〇
年
逓
信
省
告
示
一
〇
五
三
号
）
な
ど
も
あ
る
。

　
建
築
士
（
二
五
年
法
二
〇
一
号
建
設
基
準
法
、
二
五
年
二
〇
二
号
建
築
士
法
）
、
　
電
気
事
業
主
任
技
術
者
（
昭
和
七
年
逓
信
省
令
五
四
号
）
　
（
第

一
種
よ
り
第
三
種
ま
で
あ
る
）
。
　
し
か
し
、
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
昭
和
三
二
年
法
一
二
四
号
「
技
術
士
法
」
に
よ
る
技
術
士
の
制
度
で
あ
ろ

Ψ
つ
。

五
、
技
術
統
制
の
法
的
特
質

　
上
記
の
如
く
、
わ
が
国
に
お
け
る
量
販
統
制
は
、
極
め
て
多
目
的
且
つ
多
岐
に
亘
る
も
の
が
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
扱
術
統
制
の
法
の

特
質
を
い
か
な
る
点
に
発
見
で
き
る
か
と
言
う
に
、
先
ず
、
そ
れ
は
自
然
科
学
的
な
専
門
法
則
に
も
と
つ
く
法
規
制
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
故
に
扱
術
の
改
善
、
新
発
見
が
現
わ
れ
た
と
き
は
、
当
然
変
．
更
さ
れ
る
べ
き
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
国
際
普
遍
性
を
保
有
す
べ
き
も
の
で
あ
る
κ
も
拘
ら
ず
、
往
々
に
し
て
過
渡
的
な
技
術
統
制
が
政
治
的
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
く
な
い
こ
と
を
併
せ
て
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
技
術
法
で
あ
る
限
り
、
倫
理
的
性
格
を
持
ち
よ
う
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

な
く
、
慣
習
性
な
ど
に
馴
染
む
性
格
を
保
有
し
な
い
こ
と
も
、
多
く
論
証
を
．
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
故
に
そ
の
運
用
に
当
っ
て
は
、

純
技
術
的
に
、
専
門
的
に
行
わ
れ
る
べ
く
、
解
釈
の
自
由
性
を
容
れ
る
余
地
の
極
め
て
少
な
い
分
野
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な

お
、
こ
の
技
術
統
制
は
、
い
わ
ゆ
る
最
低
限
統
制
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
そ
の
強
行
性
は
半
面
的
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
上
位
の
条
件
と

な
る
こ
と
を
も
認
め
な
い
性
質
の
強
行
法
で
な
い
こ
と
に
も
、
こ
の
一
特
質
を
見
出
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
、
技
術
統
制
の
確
保
と
違
反
の
処
置
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扱
術
統
制
の
確
保
は
、
或
い
は
入
質
の
安
全
に
関
す
る
も
の
が
極
め
て
多
く
、
そ
の
限
り
で
は
そ
の
遵
守
確
保
は
呵
責
な
き
も
の
で
な

　
　
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
又
そ
の
一
定
の
動
植
物
な
ど
の
保
護
の
た
め
の
鼓
術
規
制
の
場
合
も
、
徒
ら
に
寛
大
で
あ
っ
て
は

　
な
ら
ぬ
が
、
従
来
は
往
々
に
し
て
、
わ
が
国
民
の
技
術
尊
重
の
欠
乏
そ
の
他
か
ら
、
意
識
的
に
、
又
は
無
意
識
的
に
、
そ
の
監
視
取
締
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
）

　
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
傾
き
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
交
通
安
全
、
建
築
の
安
全
、
産
業
安
全
、
医
療
安
全
の
確
保
は
、
反
面
で
は
直
接

　
的
に
人
命
尊
重
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
毫
も
妥
協
す
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
を
、
全
国
民
意
識
と
し
て
造
成
す
る
必
要
が
緊
要
で
あ
る
。

　
　
そ
れ
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
技
術
統
制
法
規
の
遵
守
を
指
導
監
視
す
る
中
央
並
び
に
地
方
官
庁
の
強
化
と
、
担
当
官
公
吏
の
専
門
技
術
的
累

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
質
の
向
上
に
、
格
段
の
努
力
を
払
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
も
従
来
は
遺
憾
な
点
が
少
く
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
　
既
述
の
安
全
確
保
の
保
障
が
得
ら
れ
る
最
低
限
の
基
準
に
適
合
し
な
い
車
輔
・
船
舶
。
航
空
機
な
ど
の
登
銀
又
は
使
用
禁
止
、
危
険
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

　
築
そ
の
他
の
違
法
施
設
に
は
、
使
用
許
可
を
与
え
ず
、
有
毒
・
有
害
物
件
の
没
収
・
破
棄
な
ど
の
処
分
に
よ
っ
て
、
そ
の
危
険
を
現
実
的

　
　
　
　
（
五
）

　
　
に
排
除
し
、
一
度
許
可
を
与
え
た
も
の
が
、
そ
の
後
上
記
の
卜
占
以
下
に
低
下
し
又
は
そ
の
許
可
基
準
を
実
行
し
な
か
っ
た
場
合
の
改
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
命
令
、
補
修
命
令
な
ど
を
定
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
許
可
取
消
、
使
用
停
止
な
ど
の
方
法
が
存
す
る
。
又
定
期
又
は
臨
時
の
検
査
制
度
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

　
又
は
免
許
期
間
の
短
期
更
新
制
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
水
準
の
常
時
維
持
を
確
保
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
．
更
に
、
私
法
な
ど
に
存
す
る
法
令
違
反
の
行
為
を
無
効
と
す
る
な
ど
の
方
法
は
不
適
当
且
つ
無
用
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
こ

　
　
反
行
為
を
刑
罰
を
以
っ
て
制
裁
す
る
こ
と
だ
け
で
は
、
こ
れ
ら
の
披
術
統
制
法
の
確
保
に
不
十
分
の
面
が
多
い
。
蓋
し
刑
罰
は
い
わ
ゆ
る

　
　
一
事
不
華
甲
の
原
則
に
よ
っ
て
、
一
事
実
に
一
回
限
り
の
処
罰
を
行
う
に
止
ま
る
が
、
こ
れ
ら
技
術
統
制
の
確
保
は
、
そ
の
違
反
行
為
、

　
違
反
状
態
が
現
実
に
除
去
さ
れ
、
改
善
さ
れ
る
ま
で
強
制
を
止
め
得
な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
行
政
権
に
よ
る
実
力
除
去
、
没
収
、
廃
棄

説　
　
な
ど
の
処
分
に
よ
ら
な
い
も
の
で
は
、
寧
ろ
行
政
罰
と
し
て
の
過
料
に
よ
る
間
接
強
制
を
よ
り
適
当
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
け
だ
し
過
料

論
の
制
裁
は
・
同
一
行
為
・
亘
妻
に
対
し
て
・
そ
れ
が
矯
正
さ
れ
る
ま
で
は
何
回
で
も
課
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
あ
解
．
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二△．

li開 説

　
た
だ
劇
薬
。
麻
薬
な
ど
と
、
火
薬
は
、
一
般
に
は
危
険
物
で
あ
り
、
有
毒
物
で
あ
る
が
、
他
面
一
定
資
格
者
が
こ
れ
を
使
用
す
れ
ば
医

療
品
と
な
り
、
有
用
物
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
使
用
有
資
格
者
以
外
へ
の
流
出
禁
止
、
保
管
、
使
用
の
制
限
を
厳
諏
に
す
る
方
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

を
採
る
わ
け
で
あ
る
。

　
又
既
述
の
人
的
部
面
に
対
す
る
技
術
統
制
は
、
特
技
免
許
制
と
な
っ
て
い
る
が
、
免
許
を
厳
格
公
平
な
試
験
制
に
す
る
こ
と
は
勿
論
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

あ
る
が
、
無
免
許
者
の
豊
国
に
は
刑
罰
を
も
っ
て
臨
み
、
更
に
免
許
状
の
更
新
制
度
、
一
定
違
反
事
実
に
よ
る
免
状
の
没
収
取
上
げ
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
制
裁
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
が
、
多
く
は
一
度
免
状
を
受
領
し
た
も
の
は
、
そ
の
後
の
経
過
年
数
、
実
地
営
業
の
如
何
に
拘
ら

ず
、
永
久
保
持
せ
し
め
る
や
り
方
は
改
め
る
べ
き
で
、
一
定
期
間
に
更
に
実
地
及
び
法
規
試
験
な
ど
を
繰
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

術
水
準
の
常
時
維
持
に
努
力
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
況
ん
や
、
最
近
の
多
く
の
免
許
制
立
法
の
如
く
、
そ
の
立
法
施
行
時
ま
で
に
、
当

該
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の
に
、
そ
の
ま
ま
免
状
を
与
え
、
そ
の
立
法
実
施
以
後
の
者
の
み
を
試
験
制
と
す
る
如
き
こ
と
は
不
都
合
と

　
　
　
　
　
　

考
え
る
。

　
更
に
最
近
の
新
し
い
扱
術
統
制
の
分
野
と
し
て
、
著
し
く
、
そ
の
重
要
性
を
加
え
て
来
た
産
業
技
術
水
準
の
維
持
統
制
は
、
既
述
の
も

の
と
異
な
り
、
直
接
人
命
に
は
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
わ
が
国
の
生
産
水
準
の
高
低
は
、
極
め
て
深
く
全
国
民
の
経
済
生
活
水
準
、

更
に
文
化
水
準
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
鑑
み
る
と
き
は
、
そ
の
維
持
確
保
、
更
に
は
一
層
の
水
準
高
揚
の
た
め
の
法
的
措
置
を
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
コ
　

力
に
講
ず
べ
き
で
あ
っ
て
、
徒
ら
に
道
義
規
定
と
し
て
床
飾
化
し
て
お
く
こ
と
を
許
さ
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
又
科
学
技
術
の
悪
魔
的

使
用
と
も
称
す
べ
き
原
水
爆
兵
器
か
ら
の
人
類
の
保
護
の
緊
急
性
に
対
す
る
世
界
法
的
有
力
措
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
青
々
と
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

言
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
日
本
の
従
来
の
教
育
制
度
に
お
け
る
技
術
教
育
の
軽
視
の
傾
向
に
直
接
基
因
す
る
が
、
感
情
的
、
直
観
的
な
国
民
性
は
、
科
学
的
、
技
術
的
な
も

　
　
　
の
へ
の
尊
重
を
阻
ん
だ
と
も
言
え
よ
う
。

　
（
二
）
　
い
わ
ゆ
る
一
般
監
督
行
政
官
庁
は
勿
論
、
現
業
的
官
庁
に
お
い
て
も
、
技
術
系
統
の
官
吏
は
冷
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
著
し
く
、
最
近
多
少
是
正
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さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
般
企
業
の
重
役
陣
に
つ
い
て
は
、
急
激
に
技
術
重
役
の
比
重
が
重
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
三
）
　
航
空
法
一
一
条
は
、
凡
て
の
航
空
機
は
、
耐
空
証
明
を
受
廿
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
航
空
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
ぬ
と
し
、
更
に
、
一
九
条
は
、

　
　
毎
回
の
整
備
、
改
造
毎
に
航
空
機
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
の
確
認
を
得
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
道
路
運
送
車
両
法
四
条
も
、
自
動
車
登
録
原
簿
・

　
　
に
登
録
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
運
行
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
ぬ
と
し
、
別
に
安
全
披
術
基
準
の
確
保
の
た
め
、
毎
日
仕
業
点
検
の
義

　
　
務
を
課
し
（
四
七
条
）
、
別
に
整
備
勧
告
（
四
八
条
）
、
整
備
記
録
簿
の
備
付
を
命
じ
て
い
る
。
又
船
舶
安
全
法
一
条
も
、
同
法
の
基
準
に
適
合
し
た
．

　
　
も
の
で
な
け
れ
ば
航
行
の
用
に
供
し
得
な
い
と
す
る
。

（
四
）
　
建
築
基
準
法
七
条
は
、
一
般
の
建
築
物
の
検
査
及
び
使
用
承
認
を
定
め
る
が
、
特
殊
建
築
物
の
構
造
耐
力
（
二
〇
条
）
、
耐
火
構
造
（
二
七
条
）
、

　
　
避
難
及
び
消
火
施
設
（
三
五
条
）
の
基
準
な
ど
を
定
め
、
そ
の
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
に
鼻
詰
承
認
を
与
え
な
い
。
又
医
療
法
施
行
規
則
は
、
病
．

　
　
室
な
ど
の
構
造
基
準
（
一
六
条
）
、
更
に
は
医
療
法
自
．
体
に
病
院
施
設
、
総
合
病
院
施
設
に
つ
き
基
準
を
お
き
（
二
｝
条
、
二
二
条
）
、
そ
れ
に
適
合

　
　
し
な
い
も
の
を
開
設
さ
せ
な
い
。

（
五
）
　
鳶
口
㎜
衛
生
法
四
条
は
、
健
康
上
有
害
な
食
品
の
製
造
販
売
を
禁
止
し
、
更
に
七
条
は
、
厚
生
大
臣
が
、
公
衆
衛
生
の
立
場
か
ら
基
準
又
は
規
格
を

　
　
定
め
、
そ
れ
に
適
合
し
な
い
も
の
製
造
．
販
売
を
禁
止
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
　
　
薬
事
法
二
六
条
一
項
は
、
「
医
薬
品
、
用
具
又
は
化
粧
品
、
製
造
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
製
造
所
ご
と
に

　
　
厚
生
大
臣
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
同
条
二
項
は
そ
の
製
造
業
者
は
、
公
定
書
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
医
薬
口
…
の
製
造
に
は
、

　
　
そ
の
品
目
毎
に
厚
生
大
臣
の
許
可
を
要
す
る
と
し
、
別
に
有
害
品
、
更
に
、
不
良
品
の
排
除
を
定
め
て
い
る
。

（
六
）
　
航
空
法
一
九
条
は
、
耐
空
証
明
の
あ
る
航
空
機
を
整
備
改
造
し
た
場
合
に
、
耐
空
証
明
の
認
可
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
検
査
を

　
　
受
け
な
く
て
は
航
行
の
用
に
供
し
得
な
い
と
し
、
別
に
一
六
条
も
修
理
改
造
の
場
合
の
検
査
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　
　
　
又
建
築
基
準
法
九
条
は
、
違
反
建
築
物
の
工
事
停
止
、
そ
の
除
去
、
模
様
替
な
ど
是
正
の
必
要
措
置
を
と
り
得
る
こ
と
を
定
め
、
更
に
、
一
〇
条

　
　
は
保
安
上
危
険
で
あ
り
、
衛
生
上
有
害
な
建
築
物
の
措
置
を
、
一
二
条
に
そ
の
時
期
検
査
、
試
験
の
権
限
を
定
め
て
い
る
。

（
七
）
　
道
路
運
送
車
両
法
に
よ
る
自
動
車
に
つ
い
て
の
、
検
査
制
度
は
比
較
的
に
厳
重
で
あ
る
（
四
三
条
、
四
六
条
、
四
七
条
以
下
て
六
条
参
照
）
。
　
又

　
　
航
空
法
一
六
条
、
】
九
条
な
ど
参
照
。

（
八
）
　
建
築
基
準
法
八
条
は
、
こ
の
基
準
維
持
の
義
務
を
次
の
如
く
定
め
て
い
る
の
は
、
注
目
す
べ
き
立
法
の
一
と
言
え
よ
う
。
曰
く
「
建
築
物
の
所
有

　
　
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
は
、
そ
の
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
及
び
建
築
設
備
を
常
時
適
法
な
状
態
に
維
持
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
」
。
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（
九
）
　
法
律
違
反
の
行
為
の
私
法
上
の
効
力
を
否
認
す
る
こ
と
も
一
つ
の
制
裁
で
あ
り
、
法
維
持
の
一
乎
段
で
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
制
裁
で
あ
る
限
り
、

　
　
仙
の
制
裁
で
あ
る
行
政
罰
、
刑
罰
と
総
合
的
に
考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
筆
者
の
早
く
か
ら
主
．
題
し
つ
づ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
拙
著

　
　
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
八
四
頁
以
下
、
「
営
団
と
統
制
会
」
二
〇
頁
以
下
、
産
業
法
概
論
上
巻
二
八
頁
以
下
）
、
　
こ
こ
で
は
、
こ
の
無
効
制

　
　
裁
の
方
法
は
、
実
効
が
少
な
い
と
解
す
る
。

（
一
〇
）
　
例
え
ば
、
既
述
の
鼓
術
統
制
の
違
反
に
対
し
て
、
こ
の
刑
罰
を
定
め
る
も
の
が
少
く
な
い
が
、
本
文
の
如
く
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
懲
役
又
は

　
　
罰
金
刑
を
定
め
る
も
の
に
、
建
築
基
準
法
九
九
条
、
一
〇
〇
条
、
航
空
法
一
四
三
条
1
一
五
七
条
、
道
路
運
送
車
両
法
一
〇
七
条
－
二
〇
条
、
電

　
　
波
法
一
一
〇
条
以
下
、
航
空
機
製
造
事
業
法
二
三
条
、
船
舶
安
全
法
一
八
条
以
下
、
武
器
等
製
造
法
三
一
条
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
一
一
）
　
す
な
わ
ち
、
過
料
を
規
定
す
る
も
の
に
、
道
路
運
送
車
両
法
一
一
二
条
、
電
波
法
＝
五
条
、
＝
六
条
、
航
空
法
一
六
〇
条
t
一
六
二
条
な

　
　
ぞ
が
あ
る
だ
け
で
、
前
記
の
罰
金
刑
を
規
定
す
る
も
の
よ
り
、
却
っ
て
少
な
い
の
は
、
こ
の
意
昧
で
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。
更
に
、
建
築
基
準

　
　
法
、
航
空
機
製
造
事
業
法
、
船
舶
安
全
法
、
武
器
等
製
造
法
な
ど
は
過
料
制
裁
を
定
め
て
い
な
い
。

（
一
二
）
　
薬
事
法
三
五
条
1
・
三
九
条
参
照
。

（
一
三
）
　
医
師
法
一
七
条
、
薬
事
法
二
一
条
、
航
空
法
二
二
条
、
道
路
交
通
取
締
法
九
条
一
項
な
ど
参
照
。

（
一
四
）
　
医
師
法
七
条
（
免
許
取
消
、
医
業
停
止
な
ど
）
、
航
空
法
三
〇
条
（
技
能
証
明
の
取
消
）
、
道
路
交
通
取
締
法
九
条
四
項
、
道
路
交
通
取
締
法
施

　
　
行
令
な
ど
参
照
。

（
一
五
）
　
航
空
法
六
九
条
は
、
免
許
状
の
外
に
、
最
近
の
飛
行
経
験
を
栗
澄
し
、
又
七
二
条
に
は
機
長
に
特
に
路
線
資
格
を
要
求
し
て
い
る
の
は
注
目
す

　
　
べ
き
で
あ
る
。
叉
道
路
交
通
取
締
法
に
よ
る
自
動
車
の
免
許
状
の
定
期
検
査
を
定
め
る
も
、
実
地
再
試
験
の
方
法
に
よ
る
も
の
で
な
い
（
施
行
令
五

　
　
七
条
以
下
）
。

（
一
六
）
　
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
法
、
歯
科
衛
生
師
法
、
理
容
師
美
容
師
渋
、
あ
ん
摩
・
は
り
師
。
き
ゅ
う
師
及
び
柔
道
整
復
師
法
な
ど
は
、
凡
て
経
過

　
　
規
定
又
は
附
則
で
、
既
存
業
者
の
試
験
免
除
、
又
は
軽
減
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

（
一
七
）
　
航
空
機
製
造
事
業
法
で
は
、
二
条
ノ
九
第
一
項
に
、
生
産
技
術
上
の
基
準
の
維
持
を
義
務
付
け
、
同
条
第
二
項
で
、
そ
れ
に
適
合
し
な
い
と
認

　
　
め
た
と
き
の
特
定
施
設
の
修
理
改
造
を
命
じ
得
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
命
令
違
反
に
は
、
二
二
条
二
号
で
刑
罰
を
加
え
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
又

　
　
有
線
電
気
通
信
法
は
、
そ
の
一
一
条
に
技
術
基
準
を
法
定
し
乍
ら
、
そ
の
違
反
に
は
制
裁
規
定
を
お
い
て
い
な
い
。

二
八
）
　
最
近
漸
く
、
国
際
管
理
の
協
定
が
成
立
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
三
年
＝
一
月
八
日
記
）
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